
③この地震では、北海道の厚真町で震度7を観測した。
震度７を観測するのは北海道で初めてのことで、
死者を多く出した主な原因は土砂災害によるもの。
また、日本で初めてとなるエリア全域に及ぶ大規模
停電(ブラックアウト)が発生した。ブラックアウトから
概ね全域に供給できるまで45時間程度要した。

※参照：内閣府 
　　　  防災情報 「1-4 平成30年北海道胆振東部地震-防災白書」

①国内で史上初めてとなる「震度７」を観測した。

②阪神淡路大震災から見直されたこと
・災害対策の基本的な法令・制度・体制の見直し
  例)災害対策基本法の改正 等
・緊急対応の充実
・被災者生活再建支援対策の充実
・ボランティアや支援物資の受入体制の充実
・住宅対策

※参照：内閣府防災情報 「7-2 阪神・淡路大震災の経験と対応」

※参照：NHK 
　　　 【阪神・淡路大震災特集サイト-観測史上初「震度７」】

④日本国内観測史上最大規模の地震で、世界でも4番目
の規模の地震だった。巨大な津波が発生し、宮城県
女川漁港で14.8mの津波痕跡も確認されている。
また、遡上高(陸地の斜面を駆け上がった津波の高
さ)では、全国津波合同調査グループによると、国内
観測史上最大となる40.5mが観測された。

※参照：内閣府 防災情報 「特集 東日本大震災」

⑤近代化した首都圏を襲った唯一の巨大地震であり、
南関東から東海地域に及ぶ地域に広範囲な被害が
発生した。横浜市においても市街全域が焼失し、石油
タンクの火災は12日間も続いた。また、日本流の耐
震設計のビルが被害軽微であったことを契機とし
て、地震の翌年に市街地建築物法の構造強度規定が
改正され、世界で初めての法令による地震力規定が
誕生した。

学習後の生徒の姿
❶ 日本各地で大きな地震が繰り返し発生していることを知る

❷ p.6の年表やp.7の写真を見て、地震によって被害状況が違う
ことを知る

❸ 自分たちの住んでいる地域にはどのような被害が出るか考える
（地域に特化した被害を考える）

● 発生場所も様々だと気付く

※参照：内閣府 防災情報 「報告書 （1923 関東大震災）」

・
⑥

・

2016年4月14日に熊本県益城町で震度7を観測し、
また16日には県益城町及び西原村で震度7を観測した。
震度7の地震が同一地域で連続して発生するのは、震度
7が設定された1949年以降初めてのこと。

④マグニチュード(M)と一般的に呼ばれる地震の
規模とは次のような関係になっている。

⑤マグニチュードは“１”大きく
なると約32倍大きくなり、
“2”大きくなると1,000倍
になる。

◯ M１未満
◯ M１～３
◯ M３～５

： 極微小地震
： 微小地震
： 小地震

◯ M５～７
◯ M７～
◯ M8以上

： 中地震
： 大地震
： 巨大地震

②震度
気象庁の震度階級は「震度0」「震度1」「震度2」
「震度3」「震度4」「震度5弱」「震度5強」「震度6弱」
「震度6強」「震度7」の10段階となっている。

地震の年表を見ると、大きな地震が繰り返し発生
していることがわかる。このことから、今まで大き
な地震を経験していない人も、いずれ巨大地震に
遭遇する可能性が高いという考えが導き出せる。
過去の地震を学ぶことで、次に地震が起きた時自
らの身を守ることに繋がるのだと気付かせたい。

地震が起きる地域によって、津波の被害であった
り、土砂災害であったり、被害の種類が違うこと
がわかる。

阪神・淡路大震災では建物倒壊などによる圧死が多
かった。これを機に、耐震基準が見直されたことにより、
その後、より地震に強い建物が立てられるようになった。
このように過去の地震から学び、次の地震に備える
取組がされているということに気付かせたい。

①人口、資産、交通などが集中している都市部において
は、自然災害が発生した場合、その被害が甚大に
なり得る。都市部に集中する交通インフラが被災した
場合は、我が国の交通ネットワーク全体の機能低下
を招くとともに全国的な経済活動の継続性を阻害
する要因となる。

③震度の観測
気象庁が発表する震度は、全国各地に設置した
震度観測点で観測した震度である。地震動は地盤
や地形に大きく影響されるため、同じ町、丁目内
であっても場所によって震度が1階級程度異なる
場合がある。

4月14日から7月14日までに、震度7を2回、震度6強を2
回、震度6弱を2回、震度5強を4回、震度5弱を8回観測。
震度1以上の地震が合計1,888回発生。
※参照：内閣府防災情報 「特集1 平成28年熊本地震」

※参照：気象庁 「震度について」

※参照：気象庁 「気象庁震度階級関連解説表」

※参照：国土交通省 「(5)大規模被害の可能性」

※7分10秒

※参照：気象庁 
　　　 「震度とマグニチュード」※参照：千葉県警察 

　　　 「マグニチュードと震度について 災害に対する基礎知識」

※1分48秒 ※津波についてはP.22~23参照
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単語の意味の説明
生徒への支援の視点や発展的な内容

文字の色について

http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h31/honbun/0b_1s_01_04.html
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/h17/bousai2005/html/honmon/hm120702.htm
https://www.nhk.or.jp/kobe/shinsai/
https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h23/63/special_01.html
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1923_kanto_daishinsai/index.html
http://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h28/83/special_01.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/kaisetsu.html
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h17/hakusho/h18/html/H1023250.html
https://www.jma-net.go.jp/sendai/knowledge/kyouiku/eqvol/i_m.pdf
https://www.police.pref.chiba.jp/keibika/safe-life_disaster-knowledge_03.html

